
今回はコンチェルト船内での優雅な講演会です

日程：２００９年３月２６日（木）
時間：１９：２０～２１：３０
スケジュール

１９：２０～２０：２０講演
２０：３０～２１：３０ディナー（シッティングブッフェ）

フリーフード、フリードリンク
料金：10,000円（税込）

場所：コンチェルト船上内クルージング
ＪＲ「神戸」市営地下鉄「ハーバーランド」徒歩７分

阪急阪神「高速神戸」徒歩１０分
ͨ１８：３０に専用受付にお立ち寄りください。

当日はパーティー券を忘れずにお持ちください。

講演者

ペマ ギャルポ氏（国際情勢コメンテーター）

コディネーター：石崎正明氏
ピーチプロモーション株式会社顧問・
美しい日本文化研究所所長
鵲森宮宮司・株式会社出版文化社監査役

桐蔭横浜大学大学院教授
岐阜女子大学名誉教授（南アジア研究センター）
拓殖大学客員教授（海外事情研究所）
チベット研究所名誉所長
南アジア地域協力連合調査研究会会長
モンゴル国大統領社会文化担当顧問
ＴＶコメンテーター（国際情勢）

詳しくはピーチプロモーション株式会社まで
ＴＥＬ ０６－４７９７－３６６８
メール info@peach-promotion.co.jp

アクセスマップ

講演テーマ
「アジアの中での日本」

～今後日本はどう動くべきか？～



国際情勢コメンテーター

プロフィール

『おかげさまで生かされて』
『悪の戦争論』
『チベットあれこれ』
『チベットの小手引き（２）』
（翻訳）
『チベットハンドブック』（編著）
『チベット入門』
『ドルジェのたび～チベットの
少年のはなし～』（共著）
『素顔のダライ・ラマ』（共訳）
『チベット家族の肖像』（原著）
『四つの河 六つの山脈』
（監修）
『新国際政治講議 お陰様イズ
ムの世界』（共著）
『「日本人へ」最後の通告』
（編著）
『ダライラマ法王の－実践－
「幸福論」』（翻訳）
『お陰様イズムの国際関係』
（共著）
『国際派ビジネスマンのマナー
講座』
『立ち上がれ日本 』
『日本の宗教』
『ラビ・バトラの大予言』

「おかげさま」の心世界に発信しよう！！おかげさまイズム公式HPより

日本は四季折々の自然の変化に富み、山の幸、海の幸に恵まれた豊かで美しい国です。そして、永い、輝かしい歴史と、先祖代々受け継がれてきた伝統を背景に、
日本人の高度な精神文明や穏やかな民族性は育まれてきました。

おかげさまで、私は過去40年間、この国の平和と豊かさを堪能し、多くの方々のご恩を受けてまいりました。日本人の謙虚さの裏には強い精神力が、厳格さのなか
には深い優しさがあることを身にしみて感じてきました。日本人の揺るぎない忍耐力、「和の精神」に基づく協調性、そして負けず嫌いの向上心ééそれらがあったか
らこそ、敗戦後、屈辱と悲しみを乗り越え、みごとに国の復興を果たすことができたのでしょう。そればかりか、日本はアジア各国の経済発展にも大きく貢献し、明治維
新とともに「昭和復興」は他のアジアの国々の憧れ、模範になり、「ルックイースト」「第三の文明」などの形容詞で賞賛されるようになったのです。

しかし、近年の日本はどうでしょう。奢りと平和ボケに加え、いくつかの誤った政策のために社会全体が歪み、病んできているのではないでしょうか。私は第二の故
郷である日本に恩返しをするためにも、この国の病の早期治療に取り組むとともに、本当の意味で「美しい日本」を再現することに微力ながら尽力したいと考えていま
す。

そして国内外、特にアジアの国々に、自らの体験に基づいて日本と日本人の素晴らしさを伝えていきたいと思うのです。これは私ならでは、私にしかできない貢献に
なると確信しています。

日本がアジアの仲間としての「自覚と自信」を持ち、アジアと共に歩む姿勢を明確にすれば、アジアの国々は日本のリーダーシップに期待を寄せ、信頼を寄せてくる
ことは間違いありません。日本が正しく理解され、評価され、感謝されて初めて日本はその国力と国際貢献に相応しい地位を獲得し、堂々と国連の常任理事国入りを
果たすことが求められるようになるでしょう。
「お元気ですか？」「おかげさまで」、「仕事は順調ですか？」「おかげさまで」ˈˈ日本人の日常生活に溶け込んだ「おかげさま」というあいさつひとつ取っても、世界に
誇れる素晴らしい習慣だと私は思います。「おかげさま」には助け合いの精神があり、「共生」の心があり、「共に生きて生かされて」の哲学があります。この「おかげさ
ま」イズムこそ、21世紀の世界が平和に共存するための処方箋だと私は考えています。
いま、日本に必要なのは、こうした日本の美しさ、素晴らしさを自覚し、誇りと自信、自尊心を取り戻すことです。聖徳太子の「和」憲法以来、受け継がれてきた「平和」
精神を再確認し、それを世界、特にアジアに発信することです。私にできることは、その架け橋となり、日本の国際的地位の向上に努めることで恩返しをしたいと願っ
ております。

桐蔭横浜大学大学院教授／岐阜女子大学名誉
教授（南アジア研究センター）／拓殖大学客員教
授（海外事情研究所）／チベット研究所名誉所長
／南アジア地域協力連合調査研究会会長／モン
ゴル国大統領社会文化担当顧問／ＴＶコメンテー
ター（国際情勢）
(ͨ2007現在）

学歴・職歴等

1953年6月18日チベットのカム地方ニャロン生まれ

1965年12月11日来日1973年チベット文化研究会設立、事務
局長就任（チベット問題研究会／日本チベット文化交流協会
を改名）

1976年3月 亜細亜大学法学部卒業（ダライ･ラマ法王日本駐
在連絡官に任命）

1976年9月 上智大学国際学部大学院入学

1977年12月 亜細亜大学アジア研究所嘱託研究員

1978年4月 チベット文化研究所所長就任

1978年 上智大学国際学部大学院中退

1978年 12月 東京外国語大学アジア・アフリカ語学研究所研
究生

1980年 ダライ・ラマ法王アジア・太平洋地区担当初代代表
1983年 拓殖大学海外事情研究所客員講師

1990年4月 アジア・太平洋地区初代代表退官1991年4月 日
本作家クラブ（現日本文芸家クラブ）初の外国人メンバーとな
る岐阜女子大学客員助教授

1992年 岐阜女子大学客員教授日本経営者同友会特別名誉
会員（15000社）1993年 インド政府観光局東京事務所顧問

1994年5月 ネルー記念財団チベット学校常任顧問（在インド）
7月 日本経営者同友会ＡＧＡフォーラム顧問・座長日本デザイ
ンフォーラム福岡実行委員

1995年 （社）日本国際青年文化協会常任顧問学習院女子短
期大学非常勤講師（1994～1995）

1996年 モンゴル国立大学国際関係担当顧問4月 岐阜女子
大学教授（～2004.3）

1997年1月 三井薬品（株）顧問アジア刑政財団学術評議委員
（国連ＮＧＯ団体）9月 拓殖大学海外事情研究所客員教授

1998年4月 慶応大学訪問教授（～1999.3）

1999年4月 モンゴル国立大学(社会科学アカデミ)より政治学
博士号取得亜細亜大学非常勤講師（社）日本国際青年文化
協会理事

2000年4月 岐阜女子大学南アジアセンターのセンター長

2001年1月 特定非営利活動法人チベット教育福祉基金理事
長12月 チベット仏教ニンマ派総宗門顧問

2002年 岐阜県青少年海外派遣事業懇話会委員

2003年4月 桐蔭横浜大学大学院法学研究科客員教授（～
2004.3）桐蔭横浜大学法学部客員教授（～2004.3）

2004年2月 チベット文化研究所名誉所長

2004年4月 桐蔭横浜大学法学部教授岐阜女子大学名誉教
授世界連邦日本仏教徒協議会理事

2005年1月 国際アタッ九、九九普及連盟顧問2005年4月 桐
蔭横浜大学大学院法学研究科教授国際仏教興隆協会 評議
委員

2006年6月 日本市民会議シニアアドバイザー

2007年2月 モンゴル国大統領顧問社会文化担当顧問

2007年4月 桐蔭横浜大学国際交流センター長

主な著書


